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	製品名: ダイナミン-1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ダイナミン-1（Dyn1）は、864アミノ酸（約95kDa）からなるタンパク質で、ダイナミンファミリーに属します。ダイナミン-1（ニューロン特異的）、ダイナミン-2（普遍的に発現）、そしてダイナミン-3（精巣、脳、肺にのみ発現）がダイナミンファミリーを構成しています。ダイナミンファミリーのメンバーは、エンドサイトーシス、シナプス伝達、そして神経新生に関与する微小管関連タンパク質であるGPTaseです。ダイナミン-1は、神経終末において細胞質区画のみでリン酸化され、in vitroではプロテインキナーゼCによってリン酸化されます。ダイナミン-1は、様々な形態のエンドサイトーシスにおける膜収縮と膜分裂に必要な、巨大なGTPase酵素です。ダイナミン-1は、ニューロンにおけるシナプス小胞のリサイクルに必要な重要な分子でもあり、ニューロン分化中にダイナミン-1遺伝子の発現が誘導されることが知られています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6（1）、NIH/3T3（2）、SKN-SH（3）、LN18（4）、SHSY5Y（5）細胞溶解物およびラット脳組織溶解物（6）に対するDynamin1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ組織（A）、神経膠腫組織（B）、小脳組織（C）の免疫組織化学分析。DAB染色によるDynamin1マウスmAbを用いた膜局在を示す。

